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研究成果の概要（和文）：本研究では、自動車運転場面における運転者の有効視野の空間特性を

明らかにするために、ドライビングシミュレータとアイトラッキングシステムを用いた 2 つの

実験を行った。結果は、運転時の有効視野が上視野で他の視野に比べて狭いこと、有効視野の

大きさが運転者の運転習熟度や走行する道路状況によって変化することを示唆する。 

 
研究成果の概要（英文）：To examine useful field of view (UFOV) in driving, two experiments 

were conducted using a driving simulator and an eye tracking system.  The results 

suggest that the UFOV in driving is narrower at the upper direction than at the other 

directions of the visual field.  The results also suggest that the size of UFOV in driving 

changes with the levels of driving experience and the types of driving road.  
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１．研究開始当初の背景 

 

自動車運転時において、運転者は主に視覚
情報に基づき適切な運転行動を遂行してお
り、事故原因の多くが視覚情報の知覚・認知
エラーに起因することが指摘されている。先
行研究において、視力や動体視力などの基礎
的な視機能と事故経験の関連性が検討され
てきたが、それらの関連性は非常に低いこと

が報告されている。一方、視覚情報が瞬時に
知覚・認知される範囲として定義される、有
効視野が事故経験との関連性が高いことが
報告されており、事故経験が少ない運転者ほ
ど有効視野が広いことが報告されている
(Owsley et al., 1991)。 

これまで多くの研究において、運転中にタ
ーゲット刺激（例えば光点など）を提示し、
その反応時間や正答率、視線位置の測定から、
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運転状況における有効視野の空間特性につ
いての検討がなされている。但し、この研究
の多くは、視覚課題成績に影響すると考えら
れる、ターゲット刺激が提示される網膜部位
（網膜偏心度）やターゲットの提示される視
野方向などの実験的統制がなされていない
といった方法論的な問題を有している。それ
故、運転状況における有効視野の空間特性に
ついて必ずしも十分な知見が得られていな
いのが現状である。 

また、いくつかの研究において、運転熟練
度の異なる運転者の視線位置計測から、有効
視野の大きさと密接に関連していると考え
られる運転者の探索方略が検討されてきた。
但し、この種の研究では、必ずしも一貫した
結果は得られていない。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、自動車運転状況で見られる視
覚映像及び車体の動特性を模擬するドライ
ビングシミュレータと実験心理学的手法を
組み合わせ、運転時の有効視野の空間特性を
明らかにすることを目的とした。本研究では、
（1）自動車運転状況においてターゲット刺
激を提示し、その反応時間及び視線移動をす
ることで、運転状況における有効視野の空間
特性を検討する研究と、（2）運転者の運転経
験や走行する道路状況を操作し、その視線位
置計測から、運転者の探索方略を検討する研
究を行った。 

 

３．研究の方法 

 
（1）運転時の有効視野の空間特性 
 本研究で用いた課題の模式図を図 1に示す。
実験では、ドライビングシミュレータ上での
運転中の被験者の視線位置をリアルタイム
で計測及び解析し、得られた現在の視線位置
を基準として、ターゲット刺激（Eまたは 3）
が提示された。それ故、視覚課題成績に影響
すると考えられる、ターゲット刺激の提示さ
れる偏心度や視野方向は、視線移動に関わら
ず、操作された。被験者の課題は、ドライビ
ングシミュレータ上において、安全に運転を
行いながら、画面上に提示されたターゲット
刺激が E と 3のどちらであったかを、予め割
り振られたボタンを速く正確に押すことで
示すことであった。全ての試行の反応時間及
び視線位置が計測された。 
 
（2）運転時の探索方略 
 本研究では、ドライビングシミュレータを
用いて、6カ月に渡って運転訓練を行った被
験者群（訓練群）とそうでない群（非訓練群）
を設定した。被験者の課題は、ドライビング
シミュレータ上で、市街地及び高速道路コー 

図 1．反応時間課題の概要。 
 
スを安全に運転することであった。運転中の
視線位置が計測された。 
 
４．研究成果 
（1）運転時の有効視野の空間特性 
 図 2に、各偏心度及び視野方向毎の反応時
間の結果を示す。図より明らかなように、タ
ーゲット刺激が上視野方向に提示された場
合に、それ以外の方向の場合よりも、反応時
間が有意に遅かった。図 3にターゲット刺激
が提示されてから反応ボタンが押されるま
での間のターゲット刺激方向への視線移動
量を示す。図より明らかなように、特に偏心
度が大きい状況では、ターゲット刺激が上視
野に提示された場合に、それ以外の視野方向
に比べて、視線移動量が大きかった。 
 以上の結果は、自動車運転状況では、上視
野方向の有効視野がそれ以外の視野方向に
比べて狭いことを示唆する。 
 

図 2．反応時間の結果。横軸はターゲットが
提示された視野方向を示し、凝視点より上
方向にターゲットが提示された場合を 0 と
し、時計回り方向への角度を意味する（右
方向は 90°、左方向は 270°）。縦棒は SE
を示す。 
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図 3．視線移動量の結果。横軸は図 2 と同じ。
縦棒は SEを示す。 

 
（2）運転時の探索方略 
図 4は市街地コースを走行時の道路状況場

面毎における視線の総移動量を示す。図より
明らかなように、訓練群の視線移動量は非訓
練群のそれよりも少ないことを示した。高速
道路コースにおいても同様な結果が得られ
た。これらの結果は非訓練群よりも訓練群に
おいて、有効視野が広く、結果として、少な
い視線の移動で必要な視覚情報を得ること
ができたと解釈できる。また、市街地コー
ス・高速道路コース共に、運転者が直進道路
を走行時には、それ以外の道路状況に比べて、
視線の移動量が少ないことを示した。これは、
直進道路走行時のような安定した運転状況
では、有効視野が広く保たれていることを示
唆する。 

 
図 4．市街地コースを走行時の視線総移動量。
略称は T 字路（TI），横断歩道（CW），ブラ
インドコーナー（BC），直進道路（SR1，2）
を示す。 
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